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令和3年分所得税の確定申告、
令和4年度市・県民税申告相談は予約制です01

▶税務課　☎23‐3509

所得税および復興特別所得税の確定申告が必要な方
●事業所得・不動産所得などがあった方
・各種所得金額の合計額が、所得控除の合計額を超えた方　など

●主な収入が給与の方
・給与収入が2,000万円を超えた方
・給与を1カ所から受け、給与所得と退職所得以外の各種所

得合計が20万円を超えた方
・給与を2カ所以上から受け、年末調整をされなかった給与

収入と、給与所得・退職所得以外の各種所得金額の合計が
20万円を超えた方　など

●主な収入が年金の方
・公的年金などの収入金額が400万円を超えた方
・公的年金など以外の所得が20万円を超えた方　など

※申告不要の方でも、申告することで給与などから源泉徴収さ
れた税金や予定納税した税金が還付されることがあります

・年の途中で退職し、年末調整を受けなかった方
・各種控除を受ける方　など

市・県民税の申告が必要な方
●令和4年1月1日現在、市内在住で確定
申告をしない、次のいずれかに該当する方
・給与・公的年金などの源泉徴収票に記載

されていない各種控除を追加する方

・給与所得や公的年金などに係る雑所得
以外の所得（事業所得・不動産所得な
ど）があった方

・収入が遺族年金・障害年金・傷病手当金
などの非課税所得のみであった方

・収入がなく、次のいずれかに該当する方

他の親族の税金上の扶養になっていない
方/国民健康保険の加入世帯の方/所得
証明書などの発行を希望される方　など

予約期間　【インターネット】令和4年1月11日（火）～3月14日（月）　24時間受付 
　　　　　【電話】①確定申告（還付申告）、③市・県民税申告　令和4年1月17日（月）～3月14日（月）　 
　　　　　　　　②確定申告　令和4年1月24日（月）～3月14日（月）　平日午前9時～午後5時受付 
予約方法　予約期間に市HPトップにある回転バナーから、または電話にて

※予約手続きのために税務課窓口にお越しいただくことはお控えください

①確定申告書作成相談（還付申告）
【日時】令和4年2月1日（火）～2月15日（火）午前9時～正午、午後1時～4時30分（土・日曜日・祝日を除く）
【場所】田原市役所南庁舎6階　【対象】給与・年金以外の所得が無く、還付申告をする方
②確定申告書作成相談

【日時】令和4年2月16日（水）～3月15日（火）午前9時～正午、午後1時～4時30分（土・日曜日・祝日を除く）
【場所】田原市役所大会議室、渥美文化会館（旧中央公民館）、赤羽根市民センター
※赤羽根市民センターは2月28日（月）まで
※税理士による無料相談を、田原市役所大会議室で、3月3日（木）まで行います
③市・県民税申告書作成相談（※上記①、②の開催期間に同時開催）

市の会場で受付できない申告（※豊橋税務署で申告してください）
青色申告 相続税の申告 準確定申告（亡くなった方の申告） 国外に居住している親族を扶養親族とする申告
過年分申告 太陽光発電に関する申告 住宅借入金等特別控除（初年度）等の適用を受ける申告 申告分離課税の上場株式等の配当所得の申告
消費税の申告 先物取引に関する申告 土地・建物・株式等の譲渡所得の申告（収用、利用集積を除く） 暗号資産（仮想通貨）に関する申告
贈与税の申告 雑損控除の適用を受ける申告

◀市HP
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　昨年から今年は、厳しいコロナ禍で過ごさざ
るを得ない状況でした。そして人流・物流の経
済が停滞し、加えて互いの心が繋がりにくい
環境では、大人はもちろんのこと、特に子ども
たちには本当につらい毎日だったと思います。
　いまだ多人数が集まる場所などでは、お互
いを守り合うためにマスクは外せませんが、
周囲に誰もいない時は外したくなりますね。
　最近の統計ではコロナウイルスの感染者
は急激に減ってきています。ゼロではないの
で慎重な行動は欠かせませんが、今年は少し
ばかり楽しい年末年始を過ごして、アフター
コロナ市政への鋭気を養いたいと思います。

年末に向けて思うこと

　市HPでは、市の知名度向上やイメージアップのた
め、市内の美しい風景や名所・旧跡を素材とした各種
ダウンロードサービスを行っています。そのサービ
スのひとつ、田原市カレンダーの令和4年版の配信
を開始しました。
　ダウンロードしたカレンダーのデータを印刷し、
切り取ってCDケースなどに差し込むと、卓上カレ
ンダーができ上がります。ぜひ、職場やご家庭でご活
用ください。

2022田原市カレンダーが
完成しました！03

行政改革の進捗状況をお知らせします02
　本市では、行財政運営の効率化や質の向上を図るため、市役所内部の改革や市民サービスの再構築を進めています。
　今回は、「第４次田原市行政改革大綱」（改革期間：令和2年度～6年度）の進捗状況をお知らせします。

▶企画課　☎23‐3507

◆今までに取り組んだ主な項目 ◆今後取り組む主な項目
•公共施設の適正化の推進（施設
の統廃合・複合化、長寿命化対
策、維持管理コストの削減）

•プール施設のあり方の検討（学
校プールの集約化）

▶広報秘書課　☎2２‐０１３８

AI総合案内サービスはこちらから▲

•キャッシュレスに対応した電子納
付の推進（令和３年１０月から市税
などの一部を対象に電子マネー決
済を導入）

•田原福祉専門学校の民営化（令
和３年度から田原福祉グローバ
ル専門学校としてスタート）

•マイナンバーカードの利活用
（住民票などのコンビニ交付サー

ビス開始）

•新たな情報技術の導入
 （AI総合案内サービス導入）

▲カレンダーの
ダウンロード
はこちらから
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　本市では、市の家計簿である財政状況を、上半期と下半期に
分けて、年２回公表しています。今回は令和３年９月３０日現在の
予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は表示
単位を四捨五入しているため、合計額などが合わない場合があ
ります。

会計 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計 79 億 7,535 万円 31 億 3,738 万円 29 億　110 万円

後期高齢者医療特別会計 8 億 7,654 万円 2 億 8,415 万円 1 億 7,454 万円

計 88 億 5,189 万円 34 億 2,153 万円   　30 億 7,564 万円

■特別会計

■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 340 万 8,349㎡

建物 市役所・学校など 37 万 2,750㎡

基金 財政調整基金など 175 億 4,245 万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,745 万円

予算区分 収入予算額 収入額 支出予算額 支出額

水道事業会計 15 億 2,752 万円 5 億 6,115 万円 18 億 3,694 万円 3 億 3,776 万円

下水道事業会計 35 億 4,648 万円 9 億 6,647 万円 40 億 4,480 万円 8 億 1,799 万円

■企業会計

■市債（借入金）の残高
区分 現在高

一般会計 192 億 9,167 万円

水道事業会計 2 億 8,964 万円

下水道事業会計 97 億 8,139 万円

計 293 億 6,270 万円

令和３年度上半期 

市の家計簿

議会費

民生費

10億9,732万円

その他
1,892万円

総務費

9億7,124万円
37億4,989万円

商工費
2億8,294万円

衛生費

4億790万円
農林水産業費

1億1,583万円

消防費　　
6億5,596万円

土木費
10億9,997万円 公債費

11億5,765万円

教育費
11億6,021万円

市税

その他

85億9,335万円

3億6,630万円

使用料および手数料

4億3,413万円

13億2,324万円
地方譲与税等

国庫支出金

地方交付税

8億585万円

繰越金　
7億3,311万円

県支出金
1億4,410万円2億3,105万円

予算額 278  億  4,546  万円一般会計

▶財政課　☎ 27-8601

歳入 歳出

総務費／市役所の運営　民生費／福祉や医療の充実　衛生費／環境・衛生の向上　教育費／教育・文化の振興　土木費／道路や橋、公園の整備

農林水産業費／農林水産業の振興、農林道などの整備　消防費／消防・防災対策　商工費／商工業・観光の振興

用語について

収入済額  126 億  3,113  万円 支出済額  107 億  1,783  万円
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月　日　
 施設名・電話番号

１2 月 １月
28

（火）
29

（水）
30

（木）
31

（金）
1

（土・祝）
2

（日）
3

（月）
4

（火）
5

（水）
6

（木）
市役所 22-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、北庁舎１階の当直室にて受け付けます。 ○ ○ ○
赤羽根市民センター 45-3111 ○ ○ ○ ○
渥美支所 33-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、農村環境改善センター１階の事務

室（日直）にて受け付けます。（午前8時30分～午後5時15分） ○ ○ ○
田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター 45-3499 ○ ○ ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○
親子交流館すくっと 23-1510 ○
田原市赤羽根診療所 45-3505 ○ ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ○ ～正午 ○ ○ ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○ ○
赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○
渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○
田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○
中央図書館 23-4946 ○ ○
赤羽根文化会館 ※1 ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○
ふるさと教育センター 36-6614 ○ ○ ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-9841 ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ ○
交通公園 ―
赤羽根文化広場 45-2823 ○ ○
渥美運動公園 38-0111 ○ ○
谷ノ口公園（表浜ほうべの森） 24-8901 ○ ※2 ○ ※2 ○ ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ※3 ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○ ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○
あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○

■ 年末・年始の業務について ○ 平常どおり 時間変更 休業

※1　赤羽根文化会館への問い合わせは赤羽根文化広場（☎45-2823）をご利用ください　※2　予約は終了しました
・サンテパルクたはらは1月12日（水）に臨時休園します。　※3　30日（木）のマーケット・喫茶室は午後３時まで
・ごみステーションの収集日は、地区ごとに異なります。詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。
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　消防団員の消防技術維持と士気高揚につなげる
ため、赤羽根文化広場で消防団ポンプ操法展示会
を行いました。この展示会では、消防職員がポンプ
操法を行い、通常は操法を行う団員が見学し、技術
の基本を学びました。

消防職員が操法披露
消防団ポンプ操法展示会

10/16
［土］ 　「農業号」は、農業が盛んな本市の魅力を詰め込

んだデザインのバスです。本市で栽培・飼育されて

いるキャベツやトマト、メロンなどの野菜や花、牛

や豚などが描かれています。主にサンテパルク線

で運行しています。ぜひご利用ください。

ぐるりんバス新車両「農業号」
の運行が始まりました！11/2

［火］

　中部は、トヨタ紡織が地元トヨタ自動車との激しい競り合いを制し、8年ぶりに優勝しました。今大会の上位6チームが、元旦のニューイヤー駅伝の出場権を獲得しました。トヨタ自動車の佐藤監督は巻き返しを誓いました。　※北陸はYKKが優勝

第61回中部・第５１回北陸実業団対抗駅伝競走大会を開催！
11/7
［日］ 　「広報たはら」や「議会だより」の朗読録音ボラン

ティアとして本市に長年貢献していただいている
杉原真由美さん（大草町）に、鉄道光済会と日本盲
人福祉委員会から「朗読録音奉仕者奨励賞」が贈
られました。

あたたかい声を届け続けて
朗読録音奉仕者表彰式

11/10
［水］

●ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第５２回Ｕ１６陸上競技大会

（愛媛県松山市［10/22～24］）
【結果】6位入賞

佐藤俐有さん
（東部中学校３年生）
◎陸上競技部

（Ｕ１６女子１００ｍ）

り　あ

●第３０回全国小学生バドミントン
選手権大会

（福島県郡山市他［１２/26～29］）

松井美葉音さん
（神戸小学校６年生）
◎T-JumpJr.所属

（６年女子ダブルスの部）

み　は　ね

●第３０回全国小学生バドミントン
選手権大会

（福島県郡山市他［１２/26～29］）

大松谷勇成くん
（田原中部小学校４年生）
◎T-JumpJr.所属

（４年以下男子ダブルスの部）

ゆうせい

●第３０回全国小学生バドミントン
選手権大会

（福島県郡山市他［１２/26～29］）

片山結太くん
（田原中部小学校６年生）

◎dragonfly（清須市）所属
（6年男子ダブルスの部）

ゆう た

●第29回ジュニアオープンサーフィ
ン選手権大会

（茨城県日立市［１０/2９～３１］）
【結果】ジュニアクラス 優勝

岩瀬裕哉さん
（ゆずりは学園 高校２年生）

ゆう  や
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　消防団員の消防技術維持と士気高揚につなげる
ため、赤羽根文化広場で消防団ポンプ操法展示会
を行いました。この展示会では、消防職員がポンプ
操法を行い、通常は操法を行う団員が見学し、技術
の基本を学びました。

消防職員が操法披露
消防団ポンプ操法展示会

10/16
［土］ 　「農業号」は、農業が盛んな本市の魅力を詰め込

んだデザインのバスです。本市で栽培・飼育されて

いるキャベツやトマト、メロンなどの野菜や花、牛

や豚などが描かれています。主にサンテパルク線

で運行しています。ぜひご利用ください。

ぐるりんバス新車両「農業号」
の運行が始まりました！11/2

［火］

　中部は、トヨタ紡織が地元トヨタ自動車との激しい競り合いを制し、8年ぶりに優勝しました。今大会の上位6チームが、元旦のニューイヤー駅伝の出場権を獲得しました。トヨタ自動車の佐藤監督は巻き返しを誓いました。　※北陸はYKKが優勝

第61回中部・第５１回北陸実業団対抗駅伝競走大会を開催！
11/7
［日］ 　「広報たはら」や「議会だより」の朗読録音ボラン

ティアとして本市に長年貢献していただいている
杉原真由美さん（大草町）に、鉄道光済会と日本盲
人福祉委員会から「朗読録音奉仕者奨励賞」が贈
られました。

あたたかい声を届け続けて
朗読録音奉仕者表彰式

11/10
［水］

●ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第５２回Ｕ１６陸上競技大会

（愛媛県松山市［10/22～24］）
【結果】6位入賞

佐藤俐有さん
（東部中学校３年生）
◎陸上競技部

（Ｕ１６女子１００ｍ）

り　あ

●第３０回全国小学生バドミントン
選手権大会

（福島県郡山市他［１２/26～29］）

松井美葉音さん
（神戸小学校６年生）
◎T-JumpJr.所属

（６年女子ダブルスの部）

み　は　ね

●第３０回全国小学生バドミントン
選手権大会

（福島県郡山市他［１２/26～29］）

大松谷勇成くん
（田原中部小学校４年生）
◎T-JumpJr.所属

（４年以下男子ダブルスの部）

ゆうせい

●第３０回全国小学生バドミントン
選手権大会

（福島県郡山市他［１２/26～29］）

片山結太くん
（田原中部小学校６年生）

◎dragonfly（清須市）所属
（6年男子ダブルスの部）

ゆう た

●第29回ジュニアオープンサーフィ
ン選手権大会

（茨城県日立市［１０/2９～３１］）
【結果】ジュニアクラス 優勝

岩瀬裕哉さん
（ゆずりは学園 高校２年生）

ゆう  や
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1001061 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp田原市民活動支援センター

投稿者大募集！
掲載内容　長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など（300文字程度の紹介文）※営利活動は不可
応募方法　掲載内容と住所・氏名・電話番号を記入の上、Eメールまたは郵送にて。応募多数の場合は、抽選で掲載。
応 募 先  広報秘書課☎22‐0138　 郵送→〒441-3492（住所不要）　Eメール→ koho@city.tahara.aichi.jp

高松子育て支援教室

ひかりっこクラブ

　高松地区のママたちが中心となり、市民館などに集まって
交流しているのが、高松子育て支援教室です。
　主に入園前のお子さんたちを持つママたちが集まって、
お絵かきしたりおもちゃで遊んだりしています。同じ年ごろ
の子どもを持つ保護者の情報交換の場になっています。

●活動場所　高松市民館・一色集会所
●日　　時　毎月第1水曜日　午前10時～正午（一色集会所）
　　　　　　毎月第3火曜日　午前10時～正午（高松市民館）
　　　　　　※参加・帰宅は自由
●対　　象　高松地区の入園前の子どもとその保護者

　「気軽に、楽しく」をキャッチフレーズに、光崎地区のマ
マたちが中心となって活動しています。
　光崎集会所に集まり、季節に合わせたイベントを企画し
て開催しています。参加者は入学前の子どもと保護者な
ので、ママたちのコミュニケーションの場にもなっていま
す。お気軽にご参加ください。

●活動場所　光崎集会所
●日　　時　毎月第2土曜日　午前10時～正午
　　　　　　※参加・帰宅は自由
●対　　象　光崎地区の入学前の子どもとその保護者

投稿者

投稿者 高松市民館
☎45‐3650

親子交流館すくっと
☎23‐1510

令和3年12月  広報たはら │    │10



1001061 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp田原市民活動支援センター

海を感じながら歩こう！渥美半島ノルディックウォーク２０２２春 開催！
　伊良湖港緑地公園をスタート地点とし、表浜コース、西ノ浜コースを歩き
ます。コース・距離は参加者の皆さんの体力に応じて途中で折り返すなど、
自由に選ぶことができます。
　表浜コースは、伊良湖港から灯台遊歩道を通り、伊良湖菜の花ガーデンを
越える辺りまでの最長片道約６kｍのコースです。少々アップダウンがありま
すが、雄大な太平洋、日出の石門などの景勝地を見ながら歩くコースです。
　西ノ浜コースは、ココナッツビーチ伊良湖の砂浜を横切ります。あとは堤防
沿いに平坦なコースを歩く最長片道約８ｋｍのコースですが、多くの人は４～
５kｍあたりでＵターンします。伊勢湾から三河湾を見ながら歩き、三河湾に浮かぶ島を眺めることができます。
　今年は、渥美半島の農産物を取り扱うココシカさんのマルシェも伊良湖港緑地公園で予定されています。

【問い合わせ】　☎090-9123-7983（代表・鈴木）

渥美半島ノルディックウォーク実行委員会

　ソフトテニスは日本発祥の競技で、２対２で実施するダブ
ルスをメインに発展してきました。ソフトテニスのダブルス
は、ボレーやスマッシュで華麗なネットプレーを行う前衛、
多彩なストロークでゲームメイクを行う後衛に役割分担し
ていることが多く、技の応酬が魅力です。競技には柔らか
いゴム製のボールを使うため怪我が少なく、幅広い年齢層
で競技を楽しめます。
　毎週木曜日の午後７時～１０時に中央公園テニスコート
にて、２０名程度のソフトテニス好きが集まって練習を行っ
ています。１２月～３月中旬には、小学４年生以上を対象にし
て初心者教室も開催します。
　興味のある方はぜひ事務局までご連絡ください。

【事務局】田原市ソフトテニス協会
　　  　 ☎090-6769-0544（神藤） ▲田原市スポーツ協会HP

幅広い年齢層の方が楽しめるスポーツ！

【日　時】令和４年３月５日（土）　午前９時３０分集合
【スタート／ゴール】伊良湖港緑地公園
【申　込】令和４年２月２７日（日）までにＦＡＸまたはメールにて
【申込先】渥美半島観光ビューロー　 22-2026 　 tahara@taharakankou.gｒ.jp
【主　催】渥美半島ノルディックウォーク実行委員会

▲上記より
　メールを送付
　できます
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

◦
表 
彰

叙
勲

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら
れ
、次
の
方
々

が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▪
瑞
宝
双
光
章

　
宮み
や

木き 

幸ゆ
き
ひ
こ彦（
学
校
医
／
学
校
保
健
功
労
／
田

原
町
）

▪
瑞
宝
単
光
章

　
新し
ん
か
い海 

良よ
し
あ
き明（
元
海
上
保
安
官
／
海
上
保
安
功

労
／
古
田
町
）

◦
募 

集

渥
美
郷
土
資
料
館

「
ひ
な
祭
り
展
」補
助
員

勤
務
内
容：
展
示
室
監
視
、
受
付
、
来
館
者
対

応
な
ど　
募
集
人
員：５
名
程
度　
採
用
期
間：

令
和
４
年
２
月
１
日
～
３
月
13
日　

勤
務
場

所：
渥
美
郷
土
資
料
館　

勤
務

形
態：
午
前
９
時
～
午
後
１
時
、

午
後
１
時
～
５
時（
交
替
勤
務
）　

報
酬：
時
給
９
８
０
円　

申
込

締
切：12
月
24
日（
金
）

▼
田
原
市
博
物
館　
☎
22‐１
７
２
０

田
原
市
地
域
農
業
再
生
協
議

会
臨
時
職
員

勤
務
内
容：
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
な

ど　
募
集
人
員：
１
名　
採
用
期
間：令
和
４
年

１
月
４
日
～
２
月
28
日　

勤
務
場
所：
市
役
所

農
政
課　
賃
金：時
給
９
８
０
円　
申
込
締
切：

12
月
17
日（
金
）

▼
農
政
課　
☎
27‐７
２
７
５

第
11
回
渥
美
半
島
た
は
ら

ブ
ラ
ン
ド
の
認
定

対
象：
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
も
の
①
市

内
に
住
所
が
あ
る
個
人
事
業
主
②
市
内
に
主
な

事
業
拠
点
が
あ
る
法
人
ま
た
は
団
体　

内
容：

市
内
の
地
域
資
源
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た
優

れ
た
産
品
を「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」と

し
て
認
定
／
認
定
品
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
も
活
用　

申
込：
12
月
20
日（
月
）ま
で

に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
／

申
請
書
は
商
工
観
光
課
、
市
Ｈ
Ｐ
で
入
手
可

▼
商
工
観
光
課　
☎
23‐３
５
２
２

障
害
者
職
業
訓
練
生

訓
練
科
目：
①
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
科
②
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
科
③
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
科
④
総
合
実
務
科（
知
的

障
害
者
対
象
）⑤
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
科（
精
神
障

害
者
・
発
達
障
害
者
対
象
）　

訓
練
期
間：
①
～

④
１
年
間
、
⑤
９
カ
月　

選
考
方
法：
筆
記
試

験
お
よ
び
面
接
試
験　

選
考
日：
①
～
③
、
⑤

令
和
４
年
３
月
７
日（
月
）、
④
３
月
６
日（
日
）　

募
集
期
間：令
和
４
年
１
月
４
日
～
２
月
16
日

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋

☎（
０
５
３
２
）52‐７
１
９
１

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎（
０
５
３
３
）93‐２
１
０
２

◦
生 

活

衛
生
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の
移
転

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
田
原
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

事
務
室
の
所
在
地
が
高
松
町
か
ら
赤
羽
根
浄
化

セ
ン
タ
ー
内（
赤
羽
根
町
四
貫
目
28
）へ
移
転
し

ま
す
。
な
お
、
し
尿
汲
み
取
り
依
頼
の
電
話
番

号
は
今
ま
で
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
下
水
道
課
衛
生
セ
ン
タ
ー　
☎
45‐３
０
０
０

入
札
参
加
資
格
定
時
申
請

の
受
付
開
始

　
令
和
４
年
度
お
よ
び
５
年
度
に
、
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
業
務
委
託
、
物
品
購
入
な
ど

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
の
定
時
申
請

の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

期
間：
令
和
４
年
１
月
４
日（
火
）～
２
月
15
日

（
火
）　
申
込：電
子
申
請
に
よ
る
登
録

※
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
登
録
な
ど
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す

▼
財
政
課　
☎
23‐３
５
０
５
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人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
10
日
は「
人
権
デ
ー
」

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」　

▪
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
10

名
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
い
じ
め
や
虐

待
な
ど
の
困
り
事
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
人
権

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓
発
活
動

を
行
っ
た
り
、
法
務
局
や
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

啓
発
活
動
で
は
、
小
学
校
へ
出
向
き
、
人
権

紙
芝
居
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、中
学
校
・
高
校
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
い
じ
め
防

止
の
た
め
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
活
用
し
て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
企
業
で
は
、
セ
ク

ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
研
修
も
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課　
☎
23‐３
５
１
２

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
・
豊
橋
人
権
擁
護

委
員
協
議
会　
☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

障
害
者
週
間

12
月
３
日
金
～
９
日
木

　
障
害
者
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
社
会
参
加
は
、
周
り

の
人
の
理
解
と
認
識
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
普
段

の
生
活
の
中
で
自
ら
実
施
で
き
る
配
慮
や
工
夫

を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
地
域
福
祉
課　
☎
23‐３
６
９
７

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り

組
む
冬
の
運
動
　

12
月
20
日
月
～
令
和
４
年
１
月
10
日
月

非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ
も
う　
み
な
我
が
子

　
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
年
末
年
始
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
開
放
感
か
ら
青
少
年
が
有
害
な
環
境
に

接
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。青
少
年
の
非
行
・
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

地
域
、
家
庭
、
学
校
が
一
体
と
な
り
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー　
☎
36‐６
６
１
４

年
末
の
ご
み
処
理
は

お
早
め
に

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大
変
混
雑
し
、

入
場
に
30
分
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
日
に
地
区
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得

ず
ご
み
処
理
施
設
へ
持
ち
込
む
場
合
は
、
混
雑

解
消
の
た
め
、
事
前
に
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。
分
別
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

廃
棄
物
対
策
課
ま
た
は
各
資
源
化
・
環
境
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】こ
わ
す
ご
み
・

紙
類
・
布
類
・
プ
ラ
マ
ー
ク
ご
み
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
・
空
缶
・
小
物
金
属
・
電

化
製
品
類
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
有
害
ご
み
・

埋
め
る
ご
み
・
ガ
ラ
ス
び
ん
・
粗
大
ご
み（
剪
定

木
・
枝
類
、
草
は
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
の
み
）

【
炭
生
館
】も
や
せ
る
ご
み

※
各
施
設
の
年
末
・
年
始
の
業
務
日
は
、
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
廃
棄
物
対
策
課　
☎
23‐３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー　
☎
27‐０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー　
☎
45‐３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー　
☎
32‐３
３
２
２

▼
炭
生
館　
☎
24‐０
１
５
１

　

相
談
専
用
電
話　

＊
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎（
０
５
７
０
）０
０
３‐
１
１
０

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番（
通
話
無
料
）

　

（
０
１
２
０
）０
０
７‐
１
１
０

＊
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎（
０
５
７
０
）０
７
０‐
８
１
０

連
載
コ
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ナ
ー

お
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猫
の
家
族
探
し
会
を

開
催
し
ま
す

対
象：県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方　
日
時：12

月
18
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
／
午

後
１
時
～
３
時（
途
中
参
加
不
可
）　

場
所：
愛

知
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所（
豊
橋

市
神
野
新
田
町
字
京
ノ
割
50‐２
）　
内
容：セ
ン

タ
ー
に
収
容
さ
れ
た
猫
の
里
親
探
し　

定
員：

各
部
４
組（
１
組
３
名
ま
で
／
先
着
順
）　
申
込：

電
話
に
て　

そ
の
他：
審
査
有
り
／
集
合
住
宅

や
借
家
で
飼
育
す
る
場
合
は
規
約
な
ど
を
持
参

▼
愛
知
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所　

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

▪
猫
は
室
内
飼
育
に

　
室
内
飼
育
を
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
や
感

染
症
の
予
防
が
で
き
ま
す
。

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ
！

　

放
し
飼
い
の
犬
が
子
ど
も
を
追
い
か
け
て
け

が
を
さ
せ
た
り
、
犬
自
身
が
交
通
事
故
に
遭
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鎖
な
ど
で
つ
な

い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
犬
の
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

▪
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
と

　
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
や
飼
育
し
て
い
る
猫
の

ふ
ん
は
、放
置
せ
ず
に
必
ず
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

処
理
後
の
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
の
投
棄
も
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

▪
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
市
町
村
で
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
狂
犬
病
予
防
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
は
生
涯
に
１

回
、
狂
犬
病
予
防

注
射
は
毎
年
１
回

で
す
。

　

ま
た
、
犬
の
飼

い
主
や
所
在
地
に

変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

な
い
と
、
市
役
所
か
ら
の
通
知
が
届
か
な
く
な

り
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課　
☎
23‐７
４
０
１

寄
付

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
９
月
28
日
、
東
三
河
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
代
表

取
締
役
社
長 

高
橋
豊
彦
様
か
ら
、
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
金
２
６
１
１
円

▼
10
月
26
日
、
三
河
ミ
ク
ロ
ン
㈱
代
表
取
締
役 

彦
坂
直
政
様
か
ら
、
小
中
学
校
お
よ
び
保
育
園

の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
・
環
境
教
育
の
向

上
の
た
め
、
草
花
用
培
土
18
㎥
、
１
１
０
０
袋

▼
10
月
28
日
、
㈱
く
れ
ば
ぁ
代
表
取
締
役 

中

河
原
四
郎
様
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
の
た
め
、
高
性
能
マ
ス
ク

10
枚

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

田原警察署だより
▶田原警察署☎23-0110
■みんなでつくろう安心のまち「犯罪にあわない」
「犯罪を起こさせない」「犯罪を見逃さない」

　12月1日から20日まで、「年末の安全なまちづく
り県民運動」が実施されています。
　年末年始は、金融機関などへの行き帰りを狙っ
たひったくりや、買い物などで留守がちな家を狙っ
た空き巣などの発生が予想されます。
　皆さんも、まずは自分のできる防犯対策から始
め、犯罪を防いで明る
い新年を迎えましょう。

～防犯の基本～
「鍵かけ!」「声かけ!!」
「心がけ!!!」

≫田原市の
　データ

※（  ）内の数字は
2021年の累計

交通事故
発生件数

窃盗犯罪
発生件数

火災・救急
件数

10月

●人身20件（120件）
●負傷26人（145人）
●死亡0人（1人）
●物損98件（951件）

●侵入盗0件（8件）
●乗物盗0件（6件）
●非侵入盗5件（54件）

●火災0件（18件）
●救急155件（1784件）

令和3年12月  広報たはら │    │14



市税・料金滞納整理 強化月間実施中
　本市では、市税・各種料金などの負担の不公平を解消するため、12月を滞納整理強化月間とし、市職員に
よる滞納整理を強化します。年末を機に、市税などの納め忘れがないか、もう一度ご確認ください。

Q 市税にはどのようなものがありますか？
A 市県民税、固定資産税（都市計画税含む）、軽自動車税、国民健康保険税です。
Q 税金を払わないとどうなるの？
A 税金を納めないと、法律に基づき財産調査 ・滞納処分（差
し押さえ）が行われる場合があります。また、滞納すると本税
とは別に年8.8％（令和3年12月1日現在）の延滞金がかかり
ます。
Q 差し押さえをされたらどうなるの？
A 預貯金、給与、生命保険等返戻金、売掛金、不動産（土地・
建物）、車・バイクなど差し押さえ物件は、公売などにより、
未納税に充てられます。

　次の使用料なども、滞納をなくす取り組みを強化します。
・保育料　・給食費　　　・後期高齢者医療保険料
・水道料　・住宅使用料　・下水道使用料　・下水道負担金および分担金

田原市役所（代表）☎２２‐１１１１
※担当部署へおつなぎします

プ！プップップトップ！滞ッスス
納納

ストストストップ 滞ス ップトットストップ！滞納
ストップ！滞納市税・料金料金税・料金料市市税・料金市税・料金

ストップ！滞納市税・料金

ストップ！滞納市税・料金

暮らしの備忘録は、保険年金や税・子育てなどの情報で期
限があるものや更新が必要な内容などを掲載しています。
忘れないように確認しましょう！

◦税・使用料
内　容 問い合わせ

償却資産の申告

　法人や個人で所有している事業用の有形固定資産のうち、土地、
家屋、自動車（軽自動車含む）以外のものは、償却資産として固定資産
税が課税されます。
　該当する償却資産を所有している方は、令和4年1月1日現在の所
有状況を申告してください。
提出期限：令和４年１月31日（月）
申告書の提出方法：郵送・電子申請（e

エルタックス
LTAX）・直接提出にて

対象資産の例：農業用ハウス、畜舎・堆肥舎、産業用機械類（トラクター
など小型特殊自動車は除く）、アパートのフェンス、太陽光発電設備、
漁船、エアコン、パソコン、消火器、陳列ケース　など
※該当資産がある方へ、12月中旬頃に申告書を送付します。（内容に変

更がない場合でも、申告は必要です）

税務課
☎23‐3510

今月の納税・使用料
納期限：12月27日（月）
固定資産税・都市計画税（3期）、後期高齢者医療保険料（6期）、国民健康保険税（7期）、市
営住宅使用料（12月分）、保育料（12月分）、水道料・下水道使用料・農業集落排水施設使
用料（10・11月分）

▪差し押さえ実績（東三河広域連合分を含む）　　  （件）
年度 預貯金 保険 給与 その他 計

令和元年度 194 96 7 12 309

令和２年度 187 109 11 4 311

令和3年度 129 253 12 7 401

※令和3年度の実績は10月末現在
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キッズ向けイベント 対 

象 乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）
小学生

未就園児
予約 要予約

※掲載したイベントなどは、中止、または延期する場合があります

イベント名 内容/対象 日付 時間 場所/問い合わせ
チャレンジ まちがいさがしに挑戦しよう！/ 以上 12/1水～5日 10：00～17：00

児童センター
☎23-4761

アイデア工作 何を作るかはキミのアイデア次第！/ 以上 12/8水～12日
平日 15：00～
16：00、土日祝
13:30～15:00

工作 ゆきだるま型オーナメント作り/ 以上
参加費：10円 12/15水～25土

平日 15：00～
16：00、土日祝
13:30～15:00

タイルで飾ろう小物
入れ 予約

ボックスに色を塗り、タイルで飾る/ 以上
（各回12名/先着順）
申込：12/11土～電話にて　参加費：100円

R4/1/15土 10：30～、13:30～

おはなしのへや 絵本の読み聞かせや手遊び/ 12/4土 15：00～ 中央図書館

おはなし会
絵本の読み聞かせや手遊び
中央/
赤羽根・渥美/

中央：12/1水、8水、
15水、22水
赤羽根：12/4土、19
日
渥美：12/4土、11
土、18土

10：30～
（中央のみ12/8水
11：00～もあり）

中央図書館
赤羽根図書館
渥美図書館

クリスマスセルフ工作 新聞紙でサンタさんバッグをつくろう！/ど
なたでも ～12/25土 10：00～ 渥美図書館

冬休みこども工作教室
予約

カラフルなししゅう糸で、手首を飾るミサン
ガをつくろう！/ 先着10名 12/24金 14：00～15:30

中央図書館
☎23-4946手話で楽しむおはな

し会
手話付きの読み聞かせと、簡単な手話歌
/ 12/25土 10：30～

セルフ工作 クリスマスリース/ ～12/25土 9:00～17:00

サンテパルクたはら
☎25-1234

子ども工作教室 クリスマス/ 先着100名 12/19日 10：00～15:00

セルフ工作 かんたんたこ作り/ 12/26日～
R4/1/31月 9:00～17:00

サンテ新春フェア 餅つき体験、かんたんたこ作り、書初めコーナー R4/1/3月 10:00～

お正月遊びコーナー 羽子板、コマ回しなどで遊ぼう R4/1/3月～10
月・

10:00～
（1/3は13:00～）

〔今回は白谷で開催！〕
第5回田原市芦ヶ池
ぐるっとマラソン
大会 予約

白谷海浜公園陸上競技場を走るマラソン
大会/ 1年生以上
申込：12/7火～R4/1/4火の期間に、QR
コードにて　参加費：500円

R4/1/16日 9:00～

場所：白谷海浜公園
陸上競技場
申込先：田原市スポー
ツ協会　☎22-6063

防災食を
作ってみよう！
予約

防災食の作り方を学ぶ調理実習/市内在
住の ・中学生と保護者5組（先着順）
申込：R4/1/7金までに電話、QRコードにて　
持ち物：エプロン、三角巾

R4/2/5土 10：00～12：00

場所：田原福祉セン
ター栄養指導室
申込先：地域福祉課
☎23-3512

子育てファミリー向けイベント
イベント名 内容/対象 日付 時間 場所/問い合わせ

のりもの キッズカーで遊ぼう/ 12/1水～3金、
8水～10金 10：00～12:00

児童センター
☎23-4761子育て講座「ハグ」 子育てに役立つアドバイス/ と保護者 12/15水 10：30～

親子リトミック 予約 音楽に合わせて親子で体を動かそう/
と保護者 12/17金 10：30～、11:10～

出前図書館 どなたでも 12/3金 10:45～11:45 すくっと
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すくっとへ行こっと！
▶親子交流館  ☎23‐1510
休館日：毎週水曜日（祝日の場合は翌木曜日）▶農業公園管理事務所  ☎25‐1234

ばあばと交流　おりがみ体験
　月に２回「おりがみ体験会」を開催しています。実施して
いるのは、「はまなす会」と「こでまりの会」。いずれもシニ
ア世代の皆さんの集まりで、すくっとを訪れる子どもたち
とその親御さんを対象に、季節に合ったテーマの折り紙
を楽しんでもらっています。
　さまざまな大人との交流は、子どもたちが健やかに成
長する大切な機会となります。すくっとでは、おりがみ体
験会だけでなく、さまざまなイベントへのシニア世代の参
加を歓迎しています。子育
て世代だけでなく、社会の
みんなで子育てをする環
境づくりに、ぜひ皆さんも
ご参加ください。

◦子育て施設のお問い合わせ・子育てサークルの情報

◆開館時間：10：00～12：00、13：00～17：00
※休館日：月・火曜日
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼

児は保護者の付き添いが必要）

田原児童センター　☎23‐4761

子育て中のママやパパの情報交換の場
「子育てサークル」の活動カレンダーを
配信しています。育児仲間探しに、ぜひ
ご活用ください。

子育てサークル　▶親子交流館　☎23‐1510

子育て支援センター　▶子育て支援課　☎23‐3513

◆対象：おおむね3歳までの乳幼児とその保護者　
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（火曜日9：30～11：00）・泉市民館
（金曜日9：30～11：00）※開催のない週もあります

さくらルーム（親子交流館すくっと内）
☎23-1510
◆開放日：水曜・年末年始を除く毎日（水

曜が祝日の場合は翌平日を除く）
◆時間：9：00～12：00、13：00～16：00

なのはなルーム（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760
◆開放日：月～金曜日（祝日・お盆・年末年

始・毎月第3木曜午後を除く）
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30

共通
事項

工作教室や新春フェアを開催します！

※写真はイメージです
※詳しくはHPをご覧ください

セルフ工作「クリスマスリース」
期間：～12/25土

子ども工作教室「クリスマス」
日時：12/19日10:00～15:00

セルフ工作「かんたんたこ作り」
期間：12/26日～

サンテ新春フェア
日時：R4/1/3月10:00～
内容：餅つき体験、かんたん
たこ作り、書初めコーナー

▲すくっと
　インスタグラム

▲サンテパルクたはら
　インスタグラム

イベント名 内容/対象 日付 時間 場所/問い合わせ

赤ちゃんサロン 0歳児と保護者

12/6月 童浦・中部校区
12/13月 衣笠・南部・野
田・高松・赤羽根・若戸校区
12/20月 六連・神戸・大
草・東部校区
12/24金 福江中学校区・
泉校区

9：50～11：30

12/6月、13月、20月
すくっと
☎23-1510

12/24金
あつみライフランド
☎33-0386

母乳相談 妊産婦や卒乳を考えている方 12/3金、17金（すくっと）
12/6月（あつみライフランド） 9：30～10：30 すくっと☎23-1510

あつみライフランド☎33-0386
妊婦さんのための
おっぱいクラス 予約 妊娠5カ月以降の妊婦さん 12/24金 9：30～11：30 すくっと

☎23-1510
キッズサロン 予約 クリスマス会/1～3歳児と保護者 12/16木 9:30～、10:30～

さくらルーム（すくっと）
☎23-1510

12月生まれの子
集まれ！

お誕生日会/12月生まれの1～3
歳児と保護者 12/20月 10：00～11：00

子育て講座 予約
離乳食の進め方・アレルギー/0
～3歳児と保護者 12/9木 10：30～11：20

元気な口の育て方/0～3歳児と保護者 12/16木 10:30～11:00 なのはなルーム（伊良湖
岬保育園）
☎38-0760

みんな集まれ！
誕生会 予約 お誕生日会/0～3歳児と保護者 12/23木 11：00～11：30

子育てファミリー向けイベント ◀予約が必要ななのはな
　ルームの講座申込

◀予約が必要な
　すくっとの講座申込
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中央図書館 ☎23‐4946
赤羽根図書館 ☎45‐3426
渥美図書館 ☎33‐1114

よ  く  よ  む

文化財課（博物館） ☎22‐1720
吉胡貝塚資料館 ☎22‐8060
渥美郷土資料館 ☎33‐1127 博物館HP 博物館インスタグラム

図書館HP

ホットニュース Hot News

▶意見募集期間＝12月1日水～令和4年1月6日木

▪計画案の公表場所
担当課、市役所南庁舎１階ロビー、赤羽根市民センター、
渥美支所地域課、中央図書館、市ＨＰ

▪意見提出方法（個々のご意見には直接回答しません。）
①公表場所へ持参 ②郵便 ③FAX ④Eメールのいずれ
かで住所、氏名、電話番号を明記の上提出してください。

▪田原市南海トラフ地震臨時情報に係る防災対応方針案
南海トラフ地震発生の可能性が普段より高まり、気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」の発表があった際
の本市の防災対応方針を定めるものです。
担当課▶防災対策課　☎23-3548　  23-0180　 saigai@city.tahara.aichi.jp

▶意見募集期間＝12月15日水～令和4年1月17日月
▪田原市ごみ処理基本計画案
資源回収率の向上と環境への負担の少ない資源循環型社会の実現を目指し、ごみの発生抑制、再生利用お
よび適正処理の推進を図るための計画を見直すものです。
担当課▶廃棄物対策課　☎23-3538　  23-1832　 haikibutsu@city.tahara.aichi.jp
▪たはら食育推進計画案
市民一人ひとりが「食」への意識を高め、健全な食生活を実践するため、今後の食育施策を総合的かつ計画
的に推進する計画を定めるものです。
担当課▶農政課　☎23-3517　  22-3817　 nosei@city.tahara.aichi.jp

◀市HP

▲市HP

イベント名 内容/対象 日付 時間 場所/問い合わせ

野山のつるで
リースづくり

地元で採れたつるを使ったリースに、貝や
木の実でデコレーション/どなたでも
参加費：300円

～12/26日 9:00～16:00 シェルマよしご
☎22-8060竹のとうろう

（竹あかり）づくり
夏に大人気だった竹あかり。冬用のかわ
いいとうろうを作る/どなたでも
参加費：300円

渡辺崋山を知るために 渡辺崋山の言葉7
講師：鈴木利昌氏（崋山・史学研究会員） 12/11土 9：00～9：45 崋山会館

☎22-1700

いきいき元気！音読タイム 名作文学や、市民の皆さんが創作した作
文や詩などを音読/どなたでも 12/24金 10：30～11：45 中央図書館

フリーマーケット リサイクル品を持ち寄るフリーマーケット 12/26日 9：30～12：00 サンテパルクたはら

ジオツアー
予約

蔵王山に登りながら、地形の成り立ちや自
然などを紹介/どなたでも、20名（先着順）
申込：R4/1/22土までに電話、QRコードにて

R4/1/23日 13:30～16:00頃 田原市博物館
☎22-1720

普通救命講習会
予約
健康マイレージ対象

心肺蘇生法やAED（自動体外式除細動
器）の取り扱い方法などを学ぶ/市内在
住・在勤・在学の方、15名（先着順）
申込：R4/1/22土までに電話、QRコードにて

R4/1/23日 9：00～12:00 赤羽根分署
☎45-4119

一般向けイベント

防災・ごみ・食育に関する意見募集！（パブリックコメント）

令和3年10月31日執行
第49回衆議院議員総選挙開票結果
　10月31日（日）に行
われた衆議院小選挙区
選出議員選挙の田原市
開票区の開票結果は右
記のとおりです。
▶田原市選挙管理委員会
　☎23-3506

候補者氏名【敬称略】 得票数
根本幸典（自由民主党） 19,219

せき健一郎（立憲民主党） 11,359

すがや竜（れいわ新選組） 1,715

田原市消防団員を募集！
活動内容：災害出動・定期訓練・各種大規模訓練など
対象：市内在住・在勤の満18歳以上で健康な方
活動場所：居住または勤務する地区
待遇：年額報酬、出動手当、退職報償金など
申込：入団希望の方は、地元の消防団
または消防本部消防課まで
▶消防本部消防課　☎23-4073
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中央図書館 ☎23‐4946
赤羽根図書館 ☎45‐3426
渥美図書館 ☎33‐1114
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文化財課（博物館） ☎22‐1720
吉胡貝塚資料館 ☎22‐8060
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図書館HP

ホットニュース Hot News

ながいでしょ りっぱでしょ
サトシン/作　山村浩二/絵
PHP研究所

えっへん、ながいでしょ りっぱでしょ 
動物たちが長いもの自慢しているよ。
でもにわとりさんの長いものって？

ツバキ文具店
小川糸/著
幻冬舎

依頼者の心に寄り添いながら、代
書であなたの思いを手紙に書く。
心温まる作品です。

其の 220

◆宝
ほ う み

海天
て ん

神
じ ん

社
し ゃ

瓦
が

経
きょう

　田原市指定文化財の考古資料の中に宝海天神社
瓦経があります。宝海天神社は、保美町下地にある神
社で、瓦経とはお経を刻んだ焼き物のことです。この
瓦経は中世渥美窯の焼き物で、元は保美地区の八幡
社の宝物とされていたものです。しかし、1913（大正
２）年に八幡社が宝海天神社に合祀されたため、この
瓦経も宝海天神社の宝物とされて現在に至ります。
　平安時代後期（11世紀中頃）、末

まっ

法
ぽう

思想（※）が広
がっていく中で、仏教を信仰していた人々が願いを込
めて書き写したお経を経

きょう

筒
づつ

、経
きょう

箱
ばこ

に入れて埋納し、経
きょう

塚
づか

を作りました。経筒の中に納めたお経の多くは紙に
書き写されたものでしたが、紙よりも後世まで残すこと
ができる銅、焼き物、石に書き写したお経も作られまし
た。その中で板状にした焼き物にお経を刻んだものが
瓦経と呼ばれています。
　宝海天神社瓦経には「尊

そん

勝
しょう

陀
だ

羅
ら

尼
に

経
きょう

」と「摩
ま

訶
か

般
はん

若
にゃ

波
は

羅
ら

密
みっ

多
た

心
しん

経
ぎょう

」を刻んだものの２片があり、瓦経の表・

裏面に刻まれています。「尊勝陀羅尼経」を刻んだ瓦経
の側面には「書

しょしゃたてまつるそうせいけん

写奉僧聖賢」とあり、僧聖賢がこの瓦
経を書き写したことがわかります。聖賢の名前は、三重
県伊勢市にある小

こ

町
まち

塚
づか

経
きょう

塚
づか

出土の瓦経でも見ること
ができます。小町塚経塚に納められていた渥美窯の瓦
経などは、１１７４（承安４）年に伊良胡御

みくりや

厨（伊勢神宮の
領地で、範囲は旧渥美町域が想定されている）にあっ
たとされる万

まん

覚
かく

寺
じ

の僧らの願いによって作られました。
　宝海天神社瓦経に名前が
見られる聖賢は、渥美半島と
深い関わりがあったと考えら
れています。宝海天神社瓦経
は、中世の人々の願いが込め
られ、現在に残された大切なも
のです。
※末法思想…末法とは、仏教の

教えが衰えてしまう時代のこと
（学芸員　清水俊輝）

　身近な生活の中
で感じたことや、心
温まるエピソードな
どを、作文や詩・俳
句・短歌・川柳など
で表現してみませ
んか？ご応募いただ
いた作品は市図書館主催の「いきいき元気！音読タ
イム」および「おうちで音読」のテキストとして使用し
ます。

◎第2回「たはら言の葉コンクール」作品募集！
対象：どなたでも（1人5作品まで）
申込：12月26日（日）までに中央図書館
カウンターへ直接、郵送、QRコードにて
優秀作品発表：令和4年3月10日（木）
図書館HPおよび中
央図書館内
※応募者全員に参加

賞があります/詳細
は館内ポスターま
たはHPをご確認く
ださい

▲瓦経「尊勝陀羅尼経」
田原市博物館寄託

▲前回の優秀作品展示の様子

▲募集の詳細
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

冬
場
に
流
行
す
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
予
防
し
よ
う

　
急
性
胃
腸
炎
の
多
く
は
ウ
イ
ル
ス
・
細

菌
な
ど
に
よ
る
感
染
を
原
因
と
す
る
感
染

性
胃
腸
炎
と
言
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。
特
に
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力
が
非
常
に
強
い
ウ

イ
ル
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
人
に
う
つ
さ

な
い
た
め
に
も
感
染
対
策
を
徹
底
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

▪
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
ど
ん
な
ウ
イ
ル
ス
？

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん

や
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
代
に
急
性
胃

腸
炎
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

潜
伏
期
間
は
1
～
2
日
で
、
症
状
は
個
人

差
が
あ
り
、
軽
い
吐
き
気
だ
け
の
人
も
い

れ
ば
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
症

状
が
出
る
人
も
い
ま
す
。

　
ま
た
、小
さ
い
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
は
、

お
う
吐
に
よ
る
窒
息
や
脱
水
症
状
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
人
は
2
日
間
程
度
で
治
ま
り
ま
す
が
、

4
週
間
に
わ
た
っ
て
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を

排
出
し
続
け
る
た
め
、
症
状
が
治
ま
っ
て

か
ら
も
感
染
対
策
が
必
要
で
す
。

▪
ど
う
や
っ
て
う
つ
る
の
？

　
感
染
し
た
人
の
便
や
お
う
吐
物
に
含
ま

れ
る
ウ
イ
ル
ス
は
、
次
の
よ
う
な
経
路
で

他
の
人
に
感
染
し
ま
す
。　

▪
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
予
防
の
た
め
に
は
日
々
の
健
康
管
理
や

食
材
の
十
分
な
加
熱
、
こ
ま
め
な
手
洗
い

や
消
毒
が
必
要
で
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
効

果
が
少
な
い
た
め
、
ト
イ
レ
の
後
、
調
理

や
食
事
の
前
な
ど
は
、
必
ず
せ
っ
け
ん
と

流
水
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
う
吐
物
に
は
、
家
庭
用
の
塩

素
系
漂
白
剤（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

液
）を
使
用
し
、し
っ
か
り
消
毒
し
ま
し
ょ

う
。

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）
　また、各医療機関へ電話で受診方法を確認した後、受診してください

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、受診してください

月　日 　　当直医 電話番号
12月29日（水） 藤井歯科医院 ☎45‐2123
12月30日（木） 仲谷歯科 ☎23‐2327

12月31日（金）
河合医院 ☎22‐6133
おおかわ歯科 ☎22‐4182

1月1日（土・祝）
北山クリニック（農高前） ☎23‐3946
あおきファミリー歯科 ☎32‐2700

1月2日（日）
朽名医院 ☎33‐0162
赤石歯科クリニック ☎23‐7300

1月3日（月）
國見医院 ☎22‐0756
すずき歯科 ☎23‐0033

月　日 当直医 電話番号

12月5日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
ふくい眼科 ☎22‐5878
なかた歯科 ☎23‐1162

12月12日（日）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
としま歯科 ☎27‐7707

12月19日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
小原歯科 ☎25‐1139

12月26日（日）
藤岡医院 ☎32‐1515
まち眼科 ☎22‐2710
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

次亜塩素酸ナトリウム液の作り方
準備するもの：家庭用の塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム濃度5～
6%）、水、バケツ、ペットボトルのキャップ

〇おう吐物や便で汚れた場所（0.1%の液を使用）
【作り方】水500㎖＋漂白剤10㎖（ペットボトルのキャップ2杯分）
〇床やドアノブなどの日常的な消毒（0.02%の液を使用）

【作り方】水2ℓ＋漂白剤10㎖（ペットボトルのキャップ2杯分）

感染者が調理した
食品など

調理者の手 感染者が触ったもの おう吐物の処理
をした人の手、
布、床、空気中を
漂う塵埃

ノロウイルス 加熱不十分のまま食べる ノロウイルスに感染・発症

おう吐・下痢

ノロウイルスが付着

ノロウイルスに感染・発症！
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

▪
お
う
吐
物
の
処
理
方
法

　

お
う
吐
物
を
処
理
す
る
際
に
は
、
０
．

１
％
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
、
使

い
捨
て
手
袋（
２
枚
重
ね
て
使
用
）、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
水
拭
き

用
の
バ
ケ
ツ
、
雑
巾
を
準
備
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
部

屋
の
換
気
を
し
な
が
ら
作
業
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
や
お
う
吐
物

の
処
理
方
法
を
知
り
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
度

20
歳
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査

▪
ピ
ロ
リ
菌
と
は

　
ピ
ロ
リ
菌
と
は
胃
の
粘
膜
に
住
み
着
く

細
菌
の
こ
と
で
す
。
一
度
感
染
す
る
と
多

く
の
場
合
、
除
菌
し
な
い
限
り
、
胃
の
中

に
住
み
続
け
ま
す
。

　
感
染
の
原
因
の
一
つ
は
、
乳
幼
児
期
に

大
人
か
ら
の
口
う
つ
し
や
ス
プ
ー
ン
な
ど

の
共
有
で
す
。
そ
の
た
め
、
気
が
付
か
な

い
う
ち
に
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染

し
た
場
合
は
、
40
歳

ま
で
に
除
菌
す
る
こ

と
で
胃
が
ん
予
防
の

効
果
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
市
民（
令
和
３
年
11

月
１
日
時
点
）で
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

※
進
学
な
ど
の
理
由
で
住
所
を
移
し
た
場

合
で
も
、
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は

受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
健
康
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

【
自
己
負
担
額
】無
料

【
検
査
方
法
】尿
検
査（
尿
中
抗
体
検
査
法
）

【
実
施
期
間
】12
月
～
令
和
４
年
11
月
末

（
市
内
指
定
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内
）

▪
令
和
２
年
度
20
歳
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
実

施
期
間
延
長
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
検
査
の
実
施
が
難
し
い
状
況
だ
っ
た

た
め
、
昨
年
度
の
対
象
者
は
、
期
間
を
延

長
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
実
施
期
間
】令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

【
そ
の
他
】詳
細
は
、
11
月
に
通
知
し
た
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●❶ ●❸●❷

スポーツ課☎23-3531

❶うつぶせになり、両手をついて上体を起こす。（上体を反らし過ぎないこと）
❷①の体制から、お腹をつけたまま上体を左にひねる。
❸お腹をつけたまま上体を右にひねる。
※②～③を10回程度繰り返す。
ストレッチは、無理せず、お風呂上りなど体が温まっている時に行いましょう

体幹を鍛えることで体全体の血行を良くすること
ができます。体幹ストレッチで、冷え性の改善をし
ましょう！

①マスク、使い捨て手袋（2枚重ね）を着け、
おう吐物が乾燥する前にペーパータオル
などで除去する

おう吐物の処理方法

②拭き取ったペーパータオルはビニール袋
に入れて密封する

③おう吐物の付着していた場所を浸すよう
に0.1%次亜塩素酸ナトリウム液で消毒
し、最後に雑巾で水拭きをする

④使い終わった手袋、マスク、雑巾、②のペー
パータオルを入れた袋を、別のビニール
袋に入れて密封する

※換気は屋内への拡散防止のため、おう吐物処理が
終わってから空気の流れに注意して行う

⑤終わったら、せっけんを使って丁寧に手を
洗う

お
で
か
け
情
報

お
し
ら
せ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
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連
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コ
ー
ナ
ー
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誰
も
が
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い
を
持
ち
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
し
、
地
域
全
体
で
支
え

て
い
く
仕
組
み
を「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
い
い
ま
す
。

▪
医
療
の
サ
ポ
ー
ト

　

か
か
り
つ
け
医
を
中

心
に
、
看
護
師
や
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
、
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
な
ど
が
在

宅
療
養
を
支
え
ま
す
。
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護

な
ど
を
自
宅
で
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
在

宅
療
養
で
困
っ
た
こ
と
や
心
配
な
こ
と
は
、
在

宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
☎
29‐０
３
５
５
）

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▪
介
護
の
サ
ポ
ー
ト

　
訪
問
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
）、

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン（
デ
イ
ケ
ア
）な
ど

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

相
談
に
乗
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
し
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
た
い
と
思
う
方
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

▪
介
護
予
防
の
サ
ポ
ー
ト

　
運
動
・
栄
養
・
口
腔
機

能
な
ど
の
介
護
予
防
教

室
や
サ
ロ
ン
が
市
民
館

な
ど
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
集

ま
り
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
継
続
し
て
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
、
他
の
人
と
の
交
流
も
で
き
ま
す
。

▪
生
活
支
援
の
サ
ポ
ー
ト

　
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地

域
に
出
向
き
、
み
ん

な
で
地
域
の
こ
と
を

考
え
、
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
見
守
り
や
安
否
確
認

な
ど
、お
互
い
さ
ま
の
支
え
合
い
も
大
切
で
す
。

地
域
で
支
え
合
い
、
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係　
☎
23‐３
２
１
７

田原市の地域包括ケアシステム
住民も専門職もみんなで支え合う地域に！！

住み慣れた地域
在宅療養に
関する相談窓口

総合相談窓口

·ケアマネジャー

·生活支援コーディネーター

相談業務や
サービスの

コーディネートを
行います。

みんなで支え合う
地域づくりを
支援します。
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農
政
課 

☎
23‐３
５
１
７

ストック
（花／出荷時期：11月～3月）

アブラナ科の植物で、食用
花として使われることもあり
ます。県内１位の出荷量で約
１２１万本出荷されています。

花ことば

永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：１０月～１月）

華やかで上品な雰囲気があ
り寒い冬を彩る定番の鉢花で
す。県内３位の出荷量で２６万
鉢出荷されています。

花ことば

はにかみ、内気

花 鉢

今月の 12月の

お
で
か
け
情
報

お
し
ら
せ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

連
載
コ
ー
ナ
ー

家
庭
菜
園
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

ま
せ
ん
か
？

　
本
市
で
は
、
県
と
連
携
し
て
、
農
業
の
多

様
な
担
い
手
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る「
活
き
活
き
農
業
セ
ミ
ナ
ー
」を
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
活
き
活
き
農
業
セ
ミ
ナ
ー
と
は
？

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
退
職
さ
れ
た
方
や
主

婦
の
方
な
ど
向
け
に
、
趣
味
の
家
庭
菜
園
を

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
直
売
な
ど
へ
出

荷
で
き
る
ま

で
に
な
る
よ

う
、
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
セ

ミ
ナ
ー
で

す
。「
野
菜

（
露
地
野
菜
）

コ
ー
ス
」と

「
い
ち
じ
く

コ
ー
ス
」の

２
コ
ー
ス
が

あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
実
習
を

し
な
が
ら
栽

培
技
術
が
学

べ
ま
す
。

　
い
ず
れ
の

コ
ー
ス
も
栽

培
の
基
本

的
な
知
識
と

技
術
を
県
職
員
か
ら
学
び
、「
野
菜
コ
ー

ス
」で
は
、
そ
れ
に
加
え
、
地
元
農
家

の
方
か
ら
、
こ
の
地
域
に
合
っ
た
栽
培

方
法
や
野
菜
づ
く
り
へ
の
心
構
え
な
ど

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
受
講
者
は
、「
野
菜
コ
ー
ス
」

は
22
名
、「
い
ち
じ
く
コ
ー
ス
」は
18
名

で
す
。
趣
味
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い

方
、
自
分
で
作
っ
た
野
菜
の
出
荷
を
検

討
中
の
方
、
す
で
に
直
売
を
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
、
レ
ベ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
皆
さ
ん
お
互
い
に
情
報
交
換
を
し

た
り
、
教
え
合
っ
た
り
と
、
サ
ー
ク
ル

の
よ
う
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
産
地
消
を
推
進

し
、
安
心
安
全
な
野
菜
を
皆
さ
ん
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

●
各
コ
ー
ス
の
内
容

【
野
菜
コ
ー
ス
】

【
対
象
】農
業
に
興
味
が
あ

る
市
内
在
住
・
在
勤
者

【
場
所
】赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

隣
接
す
る
ほ
場

【
受
講
料
】５
０
０
０
円
・
年
18
回

【
い
ち
じ
く
コ
ー
ス
】

【
対
象
】農
業
に
興
味
が
あ

る
市
内
在
住
・
在
勤
者

【
場
所
】高
松
町
地
内
の
ほ
場

【
受
講
料
】２
０
０
０
円
・
年
７
回

受
講
申
込
：
毎
年
２
月
～
３
月
中
旬

　
２
月
に
募
集
内
容
を
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

予
定
。
現
在
は
、
今
年
度
の
内
容
を
掲

載
し
て
い
ま
す（
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

▼
営
農
支
援
課　
☎
22‐１
１
２
６

◦スイカ・メロンのトンネル設置作業（５月）

◦いちじくの芽かき・支柱誘引作業（６月）

▲市HP
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み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

▼
小
中
山
地
区
に
津
波
避
難
施
設
が
一
部
完
成

　
今
回
は
、
美
し
い
道
づ
く
り
に
取
り
組

む
野
田
校
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
環
境

産
業
部
会
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
自
主
的
な
生
活
環
境
づ
く
り

　
野
田
校
区
は
、
地
域
内
の
課
題
に
対

し
、
校
区
・
地
区
の
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
素
早
く
的
確
に
対
応
で

き
る
自
主
的
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
産

業
部
会
で

は
、
歩
道

が
あ
る
幹

線
道
路
を

中
心
に
、

歩
道
の
除

草
作
業
、

道
路
脇
に

溜
ま
っ
た
土
の
除
去
作
業
、
通
学
路
の

妨
げ
に
な
る
樹
木
の
剪
定
な
ど
、
約
20

名
の
部
会
員
で
年
３
回
の
道
路
美
化
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
道
路
美
化
活
動
の
発
展
に
向
け
て

　
野
田
校
区
を
通
る
国
道
２
５
９
号
は
、

日
頃
か
ら
多
く
の
観
光
客
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
き
れ
い
で
安
全
な
道
路
を

維
持
し
、

観
光
客
を

お
も
て
な

し
す
る
た

め
に
は
地

域
の
協
力

が
必
要
と

い
う
思
い

か
ら
、
平

成
25
年
か

ら
道
路
美

化
活
動
を

行
って
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
お
も
て
な
し
の
心
と
活

動
が
、
他
の
校
区
や
団
体
な
ど
市
内
全

体
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課　
☎
23‐３
５
３
５

　
こ
ん
に
ち
は
、
ひ
で
く
ん
で
す
。

　
今
回
は
、
大
地
震
が
発
生
し
た
時
の

津
波
避
難
場
所
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
、
小
中
山
地
区
の
一
時
避
難
場
所

の
一
つ「
津
波
避
難
施
設
」を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
◆
一
時
避
難
場
所

　
市
の
指
定
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
前

に
、「
近
隣
住
民
が
一
時
的
に
集
合
し

て
状
況
確
認
な
ど
を
行
う
場
所
」で
す
。

地
区
集
会
所
や
公
園
な
ど
が
一
時
避
難

場
所
と
な
り
ま
す
。

◆
小
中
山
地
区
津
波
避
難
施
設

　

津
波
避

難
困
難
地

域
と
な
っ

て
い
る
小

中
山
地
区

の
住
民
避

難
対
策
と

し
て
、
全

４
カ
所
を

整
備
し
て

い
ま
す
。

　

10
月
15

日
か
ら
小

中
山
総
合

会
館
と
六

所
神
社
東

側
の
２
施

設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
下
旬
に
は
小
中
山
児
童
公
園
と

医
王
寺
南
側
駐
車
場
の
２
施
設
が
完
成

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

災
害
が
起
き
る
前
の
平
常
時
に
こ

そ
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
避
難
所
、
指

定
避
難
場
所
、
一
時
避
難
場
所
な
ど
、

前
も
っ
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課　
☎
23‐３
５
４
８

▲市HP

▲除草作業の様子

▲環境産業部会のメンバー

◦六所神社東側

◦小中山総合会館
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たはら
市政情報番組
広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

12/2木～12/9木 山林火災訓練

12/9木～12/16木 シェルマよしご　野山のつるで
リースづくり、竹のとうろうづくり

12/16木～12/23木 人権ファンクション委員会
企画講演会

12/23木～12/31金 エコキャンドルづくり

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　インターネットでも視聴可能です！

※この番組表は有料広告として掲載しています

お
で
か
け
情
報

お
し
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田
原
市
農
業
委
員
会
／
☎
23‐

３
５
１
９ 

　
22‐

３
８
１
７

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
で
き
る
農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金

で
す
。
経
営
者
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
や

親
子
で
そ
ろ
って
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

▪
長
生
き
時
代
を
支
え
る「
終
身
年
金
」

　

女
性
は
男
性
よ
り
も
５
年
ほ
ど
平
均

寿
命
が
長
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
終

身
年
金
で
長
い
老
後
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
に
は
農
地
の
権
利
名
義
な
ど
は

必
要
な
い
た
め
、
配
偶
者
だ
け
で
加
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
家
族
経
営
協
定
を
結
べ
ば
、保
険
料
の

国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▪
若
い
ほ
ど
有
利「
政
策
支
援
加
入
」

　
若
い
う
ち
は
、
経
営
が
不
安
定
に
な

り
が
ち
な
た
め
、
月
々
の
保
険
料
の
負

担
感
が
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
通
常
の

加
入
要
件
に
加
え
、
認
定
農
業
者
な
ど

の
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
保
険
料

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
若
い
う
ち
に
加
入
す
る
ほ
ど
国
庫
補

助
を
受
け
る
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

▪
加
入
要
件
は
３
つ

　
次
の
３
つ
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
方
。

◦
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

◦
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

◦
20
歳
以
上
60
歳
未
満

▪
保
険
料

　
月
２
万
円
か
ら
６
万
７
０
０
０
円
の

範
囲
で
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
、
国
庫
補
助
を
受
け
る
期
間
は
月

２
万
円
固
定
）

▪
受
給
開
始
年
齢

◦
65
歳
か
ら
生
涯（
60
歳
か
ら
の
繰
り

上
げ
受
給
も
可
能
、
80
歳
前
に
死
亡

し
た
場
合
は
死
亡
一
時
金
あ
り
）

▪
税
制
上
の
優
遇
措
置

◦
保
険
料
は
全
額「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
対
象

◦
将
来
受
け
取
る
年
金
は「
公
的
年
金

等
控
除
」の
対
象

【
問
い
合
わ
せ
】

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
総
務
課

  （
☎
34‐０
３
７
３
）

▼
農
業
者
年
金
基
金

違
反
転
用
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

　
農
地（
登
記
ま
た
は
現
況
が
田
畑
）を

耕
作
以
外
の
住
宅
・
駐
車
場
な
ど
の
使

い
方
を
し
た
い
場
合
、
農
地
転
用
許
可

が
必
要
で
す
。（
市
街
化
区
域
の
場
合

は
届
出
が
必
要
で
す
。）

▪
転
用
の
種
類

◦
農
地
の
所
有
者
が
自
分
で
耕
作
以
外

の
使
い
方
を
す
る
場
合（
農
地
法
第

４
条
）

◦
農
地
の
所
有
者
以
外
の
者
が
農
地
を

買
っ
た
り
借
り
た
り
し
て
耕
作
以
外

の
使
い
方
を
す
る
場
合（
農
地
法
第

５
条
）

▪
違
反
転
用
に
対
す
る
措
置

　
手
続
き
を
せ
ず
に
農
地
転
用
を
行
う

と
、
違
反
転
用
行
為
と
な
り
、
是
正
の

指
導
、
工
事
停
止
の
勧
告
、
原
状
回
復

命
令
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
懲
役
や
罰

金
が
科
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
農
地
の
周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て
扱
い

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
農
地
転
用
を
検

討
す
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
農
業
委

員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
全
国
農
業
新
聞
」で
最
新
の
農
業

情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員
会
組

織
が
発
行
す
る
農
業
総
合
専
門
紙
で

す
。
10
月
か
ら
、「
電
子
版
」の
発
行
が

開
始
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

▪
発
行　
月
４
回（
毎
週
金
曜
日
）

▪
購
読
料

◦
７
０
０
円
／
月（
８
４
０
０
円
／
年
）

※
購
読
者
は
電
子
版
も
閲
覧
可
能

▪
申
込
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局
で

申
込
書
を
記
入
ま
た
は
全

国
農
業
新
聞
Ｈ
Ｐ
に
て

▲全国農業
　新聞HP

▲農業者
　年金基金HP
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当
日
は
、
巡
視
艇
ひ
め
か
ぜ
の
設
備
を

使
用
し
た
要
救
助
者
の
引
き
揚
げ
や
検
索

活
動
を
行
い
、
双
方
の
技
術
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

　
今
年
で
38
回
目
と
な
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
は
、
幼
少
期
か
ら
消
防
へ
の
親
し
み
と

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
育
み
、
市
内

全
域
に
火
災
予
防
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
市
内
の
小
学
校
６
年
生
か
ら
防

火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、５
２
７
名
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
選
な
審
査
の
結
果
、

次
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
※
敬
称
略

　

10
月
22
日（
金
）白
谷
海
浜
公
園
沖
合

で
、
三
河
海
上
保
安
署
と
水
難
合
同
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
三
河
湾
で
水
難
事
故
が

発
生
し
た
際
の
救
助
活
動
の
連
携
強
化
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
河
海
上
保
安
署
、
田
原

市
消
防
署
水
難
合
同
訓
練

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

▪
最
優
秀

【
田
原
市
防
火
協
会
長
賞
】

三
竹
紫
音（
中
山
小
）

※
愛
知
県
主
催
令
和
３
年
度
防
火
作
品
展

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞（
準
特
選
）受
賞

▪
優
秀

【
田
原
市
長
賞
】杉
浦
朱
莉（
清
田
小
）【
田

原
市
議
会
議
長
賞
】長
尾
芽
依（
伊
良
湖
岬

小
）【
田
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】鈴

木
奏
乃（
大
草
小
）【
田
原
市
消
防
団
長
賞
】

林
天
花（
神
戸
小
）【
田
原
市
危
険
物
安
全

協
会
長
賞
】平
野
功
樹（
赤
羽
根
小
）【
田
原

市
消
防
長
賞
】河
合
勝
太（
衣
笠
小
）

　

入
賞
作
品
30
点（
最
優
秀
・
優
秀
作
品

含
む
）は
、
令
和
４
年
１
月
ま
で
市
内
の

公
共
施
設
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
防
火
ポ
ス

タ
ー
展
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
優
秀
作
品
は
、
田
原
市
防
火

協
会
お
よ
び
田
原
市
危
険
物
安
全
協
会
の

防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
火
災
予
防
啓
発

の
た
め
、
市
内
の
公
共
施
設
や
事
業
所
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

▼
消
防
署　
☎
23‐４
０
７
５

お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末

消太

救子

冬
号

◦訓練に参加した巡視艇ひめかぜ

◦巡視艇ひめかぜの設備を使用した救助訓練

海
の
安
全
情
報

　

海
上
保
安
庁
で
は
、気
象
海

象
の
情
報
や
海
難
事
故
に
関
す

る
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま

す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

登
録
し
て
有
効
活
用
し
海
の
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

緊
急
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
24
時
間
体
制
で
発
表
す
る
緊

急
情
報
や
、
気
象
警
報
・
注
意

報
を
登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

配
信
し
ま
す
。

海上保安庁 海の安全情報・緊急情報配信サービス

▲登録は
こちらから

▲登録は
こちらから

お
で
か
け
情
報

お
し
ら
せ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
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お子さんの笑顔を皆さんに
届けてみませんか？小学校
入学前のお子さんを募集
しています！その他、可愛い
ペットの写真も大募集！

申し込み
の詳細は
市HPまで

NANAちゃん
ボーダーコリー♀

（豊島町 森下さん）

河合 穂波ちゃん
（東赤石）

ほ  なみ

小澤 琉生くん
（神戸町）

る 　 い

1歳

６歳
５歳

5カ月
2歳

1歳

noyorikko
白谷ヨットハーバー

yumi_nm
滝頭公園

iloveny0413
市内

michiyo972
滝頭公園

り   ま

河合 李茉ちゃん
（田原町）

9カ月

眞木 菜乃羽ちゃん

　 涼菜ちゃん
（田原町）

な 　 の 　 は

すず  な

光部 里莉沙ちゃん
（浦町）

り 　 り 　 さ

このコーナーでは、田原市公式アカウント「tahara_kurashi」をフォローしている方が、
「＃たはら暮らし」の検索ワードを付けて投稿した画像の中から、厳選したものをご紹介します。

〈毎月の献立〉

お正月に休めるよう考えられた渥
美地区の郷土料理。大根、里いも、
がんもどきなどを大鍋
で煮込みます。大晦日
までに作り、お正月に
温め直して食べます。

大つごもりのごっつおう

●人口と世帯数（令和3年11月1日現在）

●行政面積

（令和3年1月1日時点・国土地理院調べ）
１91.11km2

出生 14人 死亡 42人

転入 109人 転出 165人

増減 -84人

総人口 60,248人

男性 30,455人

女性 29,793人

世帯数 22,486世帯

※増減は10月中です

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

76.5%
（39，642千㎥）

令和3年11月16日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

◦
市

H
P

／
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp
N

o.875 令
和

3年
12月

号

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

火
災
は
家
族
の
大
切
な
財
産
を
突
然

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。年
の
瀬
が
近
づ

き
、お
う
ち
時
間
が
増
え
る
と
思
い
ま

す
。火
災
予
防
の
た
め
家
族
で
火
の
元

を
確
認
し
て
お
き
、気
持
ち
良
く
新

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。（
M
）

【
表
紙
の
写
真
】防
火
パ
レ
ー
ド（
高
松
保
育
園
）
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レ
内
ル
ビ
の
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意

イ
ラ
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ビ
の
ズ
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に
注
意


